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(57)【要約】
【課題】記録されたコンテンツを、同内容であるがより
高品質なコンテンツに、自動的に、置換することが出来
るコンテンツ記録再生装置を提供する。
【解決手段】外部コンテンツデータの記録と記録された
内部コンテンツデータの再生とを行うコンテンツデータ
記録部１３と、内部コンテンツデータを識別する内部イ
ンデックス情報と内部コンテンツデータの品質を表す内
部品質情報とを保持するコンテンツ情報テーブル１７と
、外部コンテンツリストの外部インデックス情報と内部
インデックス情報とを比較し、両者が一致する場合、外
部コンテンツデータの外部品質情報と、内部品質情報と
を比較し、外部コンテンツデータの品質がより高い場合
、外部コンテンツデータにより、内部コンテンツデータ
を自動的に置換するシステム制御部１１とを備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツ提供元から提供された外部コンテンツデータを記録媒体に記録し、記録媒体
に記録された内部コンテンツデータを再生するコンテンツ記録再生手段と、
　前記内部コンテンツデータを識別する内部インデックス情報と前記内部コンテンツデー
タの品質を表す内部品質情報とを保持するコンテンツ情報保持手段と、
　前記外部コンテンツデータに対応する、前記外部コンテンツデータを識別する外部イン
デックス情報と、前記内部インデックス情報とを比較し、前記内部インデックス情報と一
致する前記外部インデックス情報に対応する前記外部コンテンツデータを特定するコンテ
ンツ特定手段と、
　前記コンテンツ特定手段により特定された前記外部コンテンツデータの品質を表す外部
品質情報と、前記内部品質情報とを比較するコンテンツ品質判定手段と、
　前記外部コンテンツデータを取得するコンテンツ取得手段と、
　前記外部インデックス情報を前記コンテンツ提供元から取得する外部インデックス情報
取得手段と
を備え、
　前記コンテンツ特定手段および前記コンテンツ品質判定手段は、
　前記外部インデックス情報取得手段によって外部インデックス情報が取得されたことに
応答して、それぞれ、前記特定および前記比較を行い、
　前記コンテンツ取得手段は、
　前記比較において、前記コンテンツ品質判定手段により前記内部コンテンツデータの品
質より前記外部コンテンツデータの品質のほうが高いと判定された場合、前記取得を行う
ことを特徴とするコンテンツ記録再生装置。
【請求項２】
　前記コンテンツ取得手段は、
　品質が高いと判定された前記外部コンテンツデータを前記記録媒体に記録後、
　該外部コンテンツデータの外部インデックス情報と一致する前記内部インデックス情報
を持つ前記内部コンテンツデータを該記録媒体から削除する
ことを特徴する請求項１に記載のコンテンツ記録再生装置。
【請求項３】
　前記外部品質情報および前記内部品質情報は、それぞれ前記外部コンテンツデータおよ
び前記内部コンテンツデータの画質を表すパラメータを含むことを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のコンテンツ記録再生装置。
【請求項４】
　前記画質を表すパラメータは、１画像あたりの画素数であることを特徴とする請求項３
に記載のコンテンツ記録再生装置。
【請求項５】
　前記画質を表すパラメータは、前記外部コンテンツデータおよび前記内部コンテンツデ
ータの画像情報のビットレートであることを特徴とする請求項３に記載のコンテンツ記録
再生装置。
【請求項６】
　前記外部品質情報および前記内部品質情報は、それぞれ前記外部コンテンツデータおよ
び前記内部コンテンツデータの音質を表すパラメータを含むことを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のコンテンツ記録再生装置。
【請求項７】
　前記音質を表すパラメータは、前記外部コンテンツデータおよび前記内部コンテンツデ
ータの音声情報のビットレートであることを特徴とする請求項６に記載のコンテンツ記録
再生装置。
【請求項８】
　前記内部インデックス情報は、少なくともコンテンツのタイトルを有していることを特
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徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載のコンテンツ記録再生装置。
【請求項９】
　前記外部インデックス情報取得手段は、
　前記外部コンテンツデータの、送信予定日時及び外部インデックス情報を含むコンテン
ツ送信予定情報を取得し、
　前記コンテンツ特定手段は、
　該コンテンツ送信予定情報を検索することにより、前記内部インデックス情報と一致す
る前記外部インデックス情報に対応した前記外部コンテンツデータの前記送信予定日時を
特定し、
　前記コンテンツ取得手段は、
　特定された該送信予定日時に、該外部コンテンツデータを、受信する
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載のコンテンツ記録再生装置。
【請求項１０】
　前記記録媒体を内蔵していることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載のコ
ンテンツ記録再生装置。
【請求項１１】
　コンテンツ記録再生手段が、コンテンツ提供元から提供された外部コンテンツデータを
記録媒体に記録し、記録媒体に記録された内部コンテンツデータを再生するコンテンツ記
録再生ステップと、
　コンテンツ情報保持手段が、前記内部コンテンツデータを識別する内部インデックス情
報と前記内部コンテンツデータの品質を表す内部品質情報とを保持するコンテンツ情報保
持ステップと、
　コンテンツ特定手段が、前記外部コンテンツデータに対応する、前記外部コンテンツデ
ータを識別する外部インデックス情報と、前記内部インデックス情報とを比較し、前記内
部インデックス情報と一致する前記外部インデックス情報に対応する前記外部コンテンツ
データを特定するコンテンツ特定ステップと、
　コンテンツ品質判定手段が、前記コンテンツ特定ステップにおいて特定された前記外部
コンテンツデータの品質を表す外部品質情報と、前記内部品質情報とを比較するコンテン
ツ品質判定ステップと、
　コンテンツ取得手段が、前記外部コンテンツデータを取得するコンテンツ取得ステップ
と、
　外部インデックス情報取得手段が、前記外部インデックス情報を前記コンテンツ提供元
から取得する外部インデックス情報取得ステップと
を含み、
　前記コンテンツ特定ステップおよび前記コンテンツ品質判定ステップでは、
　前記外部インデックス情報取得ステップにおいて外部インデックス情報が取得されたこ
とに応答して、それぞれ、前記特定および前記比較を行い、
　前記コンテンツ取得ステップでは、
　前記コンテンツ品質判定ステップにおいて、前記比較により、前記内部コンテンツデー
タの品質より前記外部コンテンツデータの品質のほうが高いと判定された場合、前記取得
を行う
ことを特徴とするコンテンツ記録再生方法。
【請求項１２】
　請求項１から１０のいずれか一項に記載のコンテンツ記録再生装置の各手段として、コ
ンピュータを機能させるためのコンテンツ記録再生装置制御プログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のコンテンツ記録再生装置制御プログラムを記録したコンピュータ読
み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、コンテンツをより高品質なコンテンツに置換するコンテンツ記録再生技術に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビジョン放送局から受信した動画像等のコンテンツデータをハードディスク
装置などの記録媒体に記録するとともに、記録したコンテンツデータを再生する機能を有
するコンテンツ記録再生装置が商品化されている。
【０００３】
　また、最近では、ＢＳデジタル放送、地上波デジタル放送などのデジタル放送によって
、従来の地上波アナログ放送より大きく画質が向上したコンテンツデータが、ユーザに提
供されるようになってきている。
【０００４】
　そのような高画質なコンテンツデータが提供される環境へ移行する状況において、前記
コンテンツ記録再生装置内に保有されている、以前に地上波アナログ放送から受信し記録
されたコンテンツデータを、デジタル放送の高画質なコンテンツデータにより置き換えた
いというユーザの需要が発生しつつある。
【０００５】
　なお、コンテンツデータを、より高品質なコンテンツデータにより置換する技術として
、例えば、特許文献１では、同一とみなせるコンテンツの重複記録を防止しつつ、品質の
良いコンテンツが記録媒体に残るようにしたコンテンツ記録装置が開示されている。
【０００６】
　より具体的には、特許文献１のコンテンツ記録装置は、記録指定された光ディスクに記
録されている楽曲の属性情報と、ＨＤＤ内に記録されている楽曲の属性情報とを比較した
結果、楽曲名が一致するものがあれば、楽曲名が一致したものの音質を比較する。光ディ
スクに記録されている楽曲の音質の方が良ければ、ＨＤＤ内に記録されているものと置き
換えて記録することを決定し、そうでない場合は記録しないことを決定する、というもの
である。
【特許文献１】特開２００６－１８５５７５（2006年7月13日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来の一般的なコンテンツ記録再生装置を用いて、コンテンツ記録再生
装置に記録されているコンテンツデータを、デジタル放送により提供される高画質なコン
テンツデータに置き換える場合、ユーザは、置き換えを所望するコンテンツのタイトルな
ど、コンテンツを識別する情報を頼りに、以前記録したコンテンツと同じタイトルのコン
テンツが、デジタル放送により高画質コンテンツとして提供されるまで、新聞に掲載され
た番組表あるいはＥＰＧ（Electronic　Program　Guide：電子番組ガイド）などを検索し
続ける必要があった。そして、目的の高画質コンテンツが放送された際には、前記記録媒
体に、そのコンテンツデータを記録し、さらに、以前記録した同タイトルのコンテンツデ
ータを削除する必要があり、非常に煩雑であった。
【０００８】
　また、特許文献１において開示された技術を用いる場合でも、ユーザは、ハードディス
クに記録すべき楽曲の指定を行う（段落〔００３８〕および図２のステップ５）必要があ
り、ユーザによりコンテンツを指定する操作が必要であった。
【０００９】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、記録されたコンテ
ンツを、同内容であるがより高品質なコンテンツに、ユーザによる取得するコンテンツの
指定無しに置換することが出来るコンテンツ記録再生装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】



(5) JP 2008-97726 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

【００１０】
　（１）本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記課題を解決するために、コンテン
ツ提供元から提供された外部コンテンツデータを記録媒体に記録し、記録媒体に記録され
た内部コンテンツデータを再生するコンテンツ記録再生手段と、前記内部コンテンツデー
タを識別する内部インデックス情報と前記内部コンテンツデータの品質を表す内部品質情
報とを保持するコンテンツ情報保持手段と、前記外部コンテンツデータに対応する、前記
外部コンテンツデータを識別する外部インデックス情報と、前記内部インデックス情報と
を比較し、前記内部インデックス情報と一致する前記外部インデックス情報に対応する前
記外部コンテンツデータを特定するコンテンツ特定手段と、前記コンテンツ特定手段によ
り特定された前記外部コンテンツデータの品質を表す外部品質情報と、前記内部品質情報
とを比較するコンテンツ品質判定手段と、前記外部コンテンツデータを取得するコンテン
ツ取得手段と、前記外部インデックス情報を前記コンテンツ提供元から取得する外部イン
デックス情報取得手段とを備え、前記コンテンツ特定手段および前記コンテンツ品質判定
手段は、前記外部インデックス情報取得手段によって外部インデックス情報が取得された
ことに応答して、それぞれ、前記特定および前記比較を行い、前記コンテンツ取得手段は
、前記比較において、前記コンテンツ品質判定手段により前記内部コンテンツデータの品
質より前記外部コンテンツデータの品質のほうが高いと判定された場合、前記取得を行う
ことを特徴とする。
【００１１】
　当該構成において、コンテンツ記録再生装置では、まず、外部インデックス情報取得手
段が、外部インデックス情報を取得する。この取得をトリガーとして、コンテンツ特定手
段が、（ａ）内部コンテンツデータのタイトルなど、内部コンテンツデータを特定する内
部インデックス情報と、（ｂ）外部コンテンツデータのタイトルなど、外部コンテンツデ
ータを特定する外部インデックス情報とを比較する。そして、外部インデックス情報と内
部インデックス情報とが一致した場合、次に、コンテンツ品質判定手段が、外部インデッ
クス情報と内部インデックス情報とが一致した内部コンテンツデータおよび外部コンテン
ツデータについて、（ｃ）内部コンテンツデータの品質を表す内部品質情報と、（ｄ）外
部コンテンツデータの品質を表す外部品質情報とを比較する。外部品質情報が示す外部コ
ンテンツデータの品質の方が内部品質情報が表す内部コンテンツデータの品質よりも高い
と判断された場合、コンテンツ取得手段が、外部コンテンツデータを取得する。
【００１２】
　上記の構成によれば、ユーザによる取得するコンテンツの指定無しに、外部インデック
ス情報の取得をトリガーとして、記録媒体内の内部コンテンツデータに対応した、高画質
な外部コンテンツデータを取得することが可能となるので、どの内部コンテンツデータに
対応した外部コンテンツデータを取得するかの指定など、従来の煩雑な操作からユーザを
解放し、利便性を高めることが出来るという効果を奏する。
【００１３】
　（２）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置では、上記構成に加えて、前記コン
テンツ取得手段は、品質が高いと判定された前記外部コンテンツデータを前記記録媒体に
記録後、該外部コンテンツデータの外部インデックス情報と一致する前記内部インデック
ス情報を持つ前記内部コンテンツデータを該記録媒体から削除することを特徴する。
【００１４】
　上記の構成によれば、コンテンツ取得手段は、記録媒体内の内部コンテンツデータを、
高画質な外部コンテンツデータに置き換えるので、単に取得した外部コンテンツデータを
取得し記録する場合に比べ、記録媒体への記録に際し使用される記録媒体の容量の増加を
抑えることが出来るという効果を奏する。
【００１５】
　（３）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記構成に加えて、前記外部品
質情報および前記内部品質情報は、それぞれ前記外部コンテンツデータおよび前記内部コ
ンテンツデータの画質を表すパラメータを含むことを特徴とする。
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【００１６】
　上記の構成によれば、画質を表すパラメータにより、外部コンテンツデータおよび内部
コンテンツデータの品質を比較するので、簡単に両者の品質を比較することが出来るとい
う効果を奏する。
【００１７】
　（４）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記構成に加えて、前記画質を
表すパラメータは、１画像あたりの画素数であることを特徴とする。
【００１８】
　上記の構成によれば、１画像あたりの画素数を用いて、外部コンテンツデータおよび内
部コンテンツデータの品質を比較するので、より簡単に両者の品質を比較することが出来
るという効果を奏する。
【００１９】
　（５）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記構成に加えて、前記画質を
表すパラメータは、前記外部コンテンツデータおよび前記内部コンテンツデータの画像情
報のビットレートであることを特徴とする。
【００２０】
　（６）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記構成に加えて、前記外部品
質情報および前記内部品質情報は、それぞれ前記外部コンテンツデータおよび前記内部コ
ンテンツデータの音質を表すパラメータを含むことを特徴とする。
【００２１】
　（７）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記構成に加えて、前記音質を
表すパラメータは、前記外部コンテンツデータおよび前記内部コンテンツデータの音声情
報のビットレートであることを特徴とする。
【００２２】
　（８）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記構成に加えて、前記内部イ
ンデックス情報は、少なくともコンテンツのタイトルを有していることを特徴とする。
【００２３】
　（９）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記構成に加えて、前記外部イ
ンデックス情報取得手段は、前記外部コンテンツデータの、送信予定日時及び外部インデ
ックス情報を含むコンテンツ送信予定情報を取得し、前記コンテンツ特定手段は、該コン
テンツ送信予定情報を検索することにより、前記内部インデックス情報と一致する前記外
部インデックス情報に対応した前記外部コンテンツデータの前記送信予定日時を特定し、
前記コンテンツ取得手段は、特定された該送信予定日時に、該外部コンテンツデータを、
受信することを特徴とする。
【００２４】
　当該構成において、まず、外部インデックス情報取得手段が、コンテンツ送信予定情報
を取得する。コンテンツ送信予定情報には、コンテンツ提供元がどのコンテンツをいつ送
信するかという情報、すなわち外部インデックス情報と送信予定日時とが含まれている。
コンテンツ送信予定情報の例として、ＥＰＧ（Electronic Program Guide、電子番組表）
が挙げられる。コンテンツ送信予定情報は、コンテンツ提供元から送信されるものを取得
してもよいし、別の方法により提供されるものを取得してもよい。
【００２５】
　次に、コンテンツ特定手段が、取得したコンテンツ送信予定情報に含まれる外部インデ
ックス情報を対象として、内部インデックス情報と一致するものがあるか否かを検索する
。内部インデックス情報と一致するものがあった場合、一致する外部インデックス情報よ
り、対応する外部コンテンツデータの送信予定日時を特定する。
【００２６】
　次に、コンテンツ取得手段が、特定した送信予定日時に、該当する外部コンテンツデー
タを受信する。
【００２７】
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　上記構成によれば、コンテンツ送信予定情報により、内部インデックス情報と一致する
外部インデックス情報に対応した外部コンテンツデータの送信日時が特定できるので、確
実に、対象となる外部コンテンツデータを受信することが出来るという効果を奏する。
【００２８】
　（１０）また、本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、上記構成に加えて、前記記録
媒体を内蔵していることを特徴とする。
【００２９】
　上記構成によれば、コンテンツ記録再生装置は、記録媒体を内蔵しているので、ユーザ
が記録媒体をコンテンツ記録再生装置に対して出し入れする手間が省けるという効果を奏
する。
【００３０】
　（１１）一方、本発明に係るコンテンツ記録再生方法は、上記課題を解決するために、
コンテンツ記録再生手段が、コンテンツ提供元から提供された外部コンテンツデータを記
録媒体に記録し、記録媒体に記録された内部コンテンツデータを再生するコンテンツ記録
再生ステップと、コンテンツ情報保持手段が、前記内部コンテンツデータを識別する内部
インデックス情報と前記内部コンテンツデータの品質を表す内部品質情報とを保持するコ
ンテンツ情報保持ステップと、コンテンツ特定手段が、前記外部コンテンツデータに対応
する、前記外部コンテンツデータを識別する外部インデックス情報と、前記内部インデッ
クス情報とを比較し、前記内部インデックス情報と一致する前記外部インデックス情報に
対応する前記外部コンテンツデータを特定するコンテンツ特定ステップと、コンテンツ品
質判定手段が、前記コンテンツ特定ステップにおいて特定された前記外部コンテンツデー
タの品質を表す外部品質情報と、前記内部品質情報とを比較するコンテンツ品質判定ステ
ップと、コンテンツ取得手段が、前記外部コンテンツデータを取得するコンテンツ取得ス
テップと、外部インデックス情報取得手段が、前記外部インデックス情報を前記コンテン
ツ提供元から取得する外部インデックス情報取得ステップとを含み、前記コンテンツ特定
ステップおよび前記コンテンツ品質判定ステップでは、前記外部インデックス情報取得ス
テップにおいて外部インデックス情報が取得されたことに応答して、それぞれ、前記特定
および前記比較を行い、前記コンテンツ取得ステップでは、前記コンテンツ品質判定ステ
ップにおいて、前記比較により、前記内部コンテンツデータの品質より前記外部コンテン
ツデータの品質のほうが高いと判定された場合、前記取得を行うことを特徴とする。
【００３１】
　当該構成において、上記コンテンツ記録再生装置と同様に、まず、外部インデックス情
報取得ステップにおいて、外部インデックス情報取得手段が、外部インデックス情報を取
得する。この取得をトリガーとして、コンテンツ特定ステップにおいて、コンテンツ特定
手段が、（ａ）内部コンテンツデータのタイトルなど、内部コンテンツデータを特定する
内部インデックス情報と、（ｂ）外部コンテンツデータのタイトルなど、外部コンテンツ
データを特定する外部インデックス情報とを比較する。そして、外部インデックス情報と
内部インデックス情報とが一致した場合、次に、コンテンツ品質判定ステップにおいて、
コンテンツ品質判定手段が、外部インデックス情報と内部インデックス情報とが一致した
内部コンテンツデータおよび外部コンテンツデータについて、（ｃ）内部コンテンツデー
タの品質を表す内部品質情報と、（ｄ）外部コンテンツデータの品質を表す外部品質情報
とを比較する。外部品質情報が示す外部コンテンツデータの品質の方が内部品質情報が表
す内部コンテンツデータの品質よりも高いと判断された場合、コンテンツ取得ステップに
おいて、コンテンツ取得手段が、外部コンテンツデータを取得する。
【００３２】
　上記の構成によれば、上記コンテンツ記録再生装置と同様に、ユーザによる取得するコ
ンテンツの指定無しに、外部インデックス情報の取得をトリガーとして、記録媒体内の内
部コンテンツデータに対応した、高画質な外部コンテンツデータを取得することが可能と
なるので、どの内部コンテンツデータに対応した外部コンテンツデータを取得するかの指
定など、従来の煩雑な操作からユーザを解放し、利便性を高めることが出来るという効果
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を奏する。
【００３３】
　（１２）　ところで、上記コンテンツ記録再生装置は、ハードウェアで実現してもよい
し、プログラムをコンピュータに実行させることによって実現してもよい。具体的には、
本発明に係るコンテンツ記録再生装置制御プログラムは、少なくとも上述したコンテンツ
情報保持手段・コンテンツ特定手段・コンテンツ品質判定手段・コンテンツ取得手段とし
てコンピュータを動作させるコンテンツ記録再生装置制御プログラムであり、本発明に係
る記録媒体には、当該コンテンツ記録再生装置制御プログラムが記録されている。
【００３４】
　このコンテンツ記録再生装置制御プログラムがコンピュータによって実行されると、当
該コンピュータは、上記コンテンツ記録再生装置として動作する。従って、上記コンテン
ツ記録再生装置と同様に、ユーザによる取得するコンテンツの指定無しに、外部インデッ
クス情報の取得をトリガーとして、記録媒体内の内部コンテンツデータに対応した、高画
質な外部コンテンツデータを取得することが可能となるので、どの内部コンテンツデータ
に対応した外部コンテンツデータを取得するかの指定など、従来の煩雑な操作からユーザ
を解放し、利便性を高めることが出来るという効果を奏する。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明に係るコンテンツ記録再生装置は、以上のように、コンテンツ提供元から提供さ
れた外部コンテンツデータを記録媒体に記録し、記録媒体に記録された内部コンテンツデ
ータを再生するコンテンツ記録再生手段と、前記内部コンテンツデータを識別する内部イ
ンデックス情報と前記内部コンテンツデータの品質を表す内部品質情報とを保持するコン
テンツ情報保持手段と、前記外部コンテンツデータに対応する、前記外部コンテンツデー
タを識別する外部インデックス情報と、前記内部インデックス情報とを比較し、前記内部
インデックス情報と一致する前記外部インデックス情報に対応する前記外部コンテンツデ
ータを特定するコンテンツ特定手段と、前記コンテンツ特定手段により特定された前記外
部コンテンツデータの品質を表す外部品質情報と、前記内部品質情報とを比較するコンテ
ンツ品質判定手段と、前記外部コンテンツデータを取得するコンテンツ取得手段と、前記
外部インデックス情報を前記コンテンツ提供元から取得する外部インデックス情報取得手
段とを備え、前記コンテンツ特定手段および前記コンテンツ品質判定手段は、前記外部イ
ンデックス情報取得手段によって外部インデックス情報が取得されたことに応答して、そ
れぞれ、前記特定および前記比較を行い、前記コンテンツ取得手段は、前記比較において
、前記コンテンツ品質判定手段により前記内部コンテンツデータの品質より前記外部コン
テンツデータの品質のほうが高いと判定された場合、前記取得を行うことを特徴とする。
【００３６】
　また、本発明に係るコンテンツ記録再生方法は、以上のように、コンテンツ記録再生手
段が、コンテンツ提供元から提供された外部コンテンツデータを記録媒体に記録し、記録
媒体に記録された内部コンテンツデータを再生するコンテンツ記録再生ステップと、コン
テンツ情報保持手段が、前記内部コンテンツデータを識別する内部インデックス情報と前
記内部コンテンツデータの品質を表す内部品質情報とを保持するコンテンツ情報保持ステ
ップと、コンテンツ特定手段が、前記外部コンテンツデータに対応する、前記外部コンテ
ンツデータを識別する外部インデックス情報と、前記内部インデックス情報とを比較し、
前記内部インデックス情報と一致する前記外部インデックス情報に対応する前記外部コン
テンツデータを特定するコンテンツ特定ステップと、コンテンツ品質判定手段が、前記コ
ンテンツ特定ステップにおいて特定された前記外部コンテンツデータの品質を表す外部品
質情報と、前記内部品質情報とを比較するコンテンツ品質判定ステップと、コンテンツ取
得手段が、前記外部コンテンツデータを取得するコンテンツ取得ステップと、外部インデ
ックス情報取得手段が、前記外部インデックス情報を前記コンテンツ提供元から取得する
外部インデックス情報取得ステップとを含み、前記コンテンツ特定ステップおよび前記コ
ンテンツ品質判定ステップでは、前記外部インデックス情報取得ステップにおいて外部イ
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ンデックス情報が取得されたことに応答して、それぞれ、前記特定および前記比較を行い
、前記コンテンツ取得ステップでは、前記コンテンツ品質判定ステップにおいて、前記比
較により、前記内部コンテンツデータの品質より前記外部コンテンツデータの品質のほう
が高いと判定された場合、前記取得を行うことを特徴とする。
【００３７】
　それ故、ユーザによる取得するコンテンツの指定無しに、外部インデックス情報の取得
をトリガーとして、記録媒体内の内部コンテンツデータに対応した、高画質な外部コンテ
ンツデータを取得することが可能となるので、どの内部コンテンツデータに対応した外部
コンテンツデータを取得するかの指定など、従来の煩雑な操作からユーザを解放し、利便
性を高めることが出来るという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　本発明の一実施形態について、図１から図４に基づいて説明すると、以下の通りである
。
【００３９】
　図１において、本発明の一実施形態であるコンテンツ記録再生装置の機能ブロック図を
示す。また、図２において、図１に示したコンテンツ記録再生装置のコンテンツ情報テー
ブル１７に格納されているコンテンツ情報の構成を示した図である。
【００４０】
　＜コンテンツ記録再生装置の構成について＞
　まず、図１を参照して、コンテンツ記録再生装置１の構成について詳細に説明する。
【００４１】
　コンテンツ記録再生装置１は、図１に示すように、地上波アナログ放送・ＥＰＧ情報受
信部１５、地上波デジタル放送・ＥＰＧ情報受信部１６（コンテンツ取得手段、外部イン
デックス情報取得手段）、コンテンツデータ出力部１４、コンテンツデータ記録部１３（
コンテンツ記録再生手段、コンテンツ取得手段、コンテンツ情報テーブル１７（コンテン
ツ情報保持手段）、ユーザ操作受付部１２、およびシステム制御部１１（コンテンツ特定
手段、コンテンツ品質判定手段、コンテンツ取得手段、外部インデックス情報取得手段）
から構成されている。
【００４２】
　地上波アナログ放送・ＥＰＧ情報受信部１５は、地上波アナログ放送のテレビジョン放
送局から送信された電波によりコンテンツデータを受信し、受信したコンテンツデータを
システム制御部１１へ供給する。さらに、地上波アナログ放送の電波よりＥＰＧ情報を受
信し、システム制御部１１へ送信する機能も有している。
【００４３】
　ここで、コンテンツデータとは、映像情報と音声情報とから構成されるものとする。ま
た、ＥＰＧ情報とは、各放送局の一定期間の番組表を示すものとし、時間の経過に応じて
定期的に更新されるものとする。
【００４４】
　地上波デジタル放送・ＥＰＧ情報受信部１６は、地上波デジタル放送のテレビジョン放
送局から送信された電波によりコンテンツデータを受信し、受信したコンテンツデータを
システム制御部１１へ供給するものであり、受信する放送波がデジタルである点が異なる
以外は、地上波アナログ放送・ＥＰＧ情報受信部１５と同様の機能を有する。
【００４５】
　ここで、本実施形態の地上波アナログ放送・ＥＰＧ情報受信部１５と地上波デジタル放
送・ＥＰＧ情報受信部１６とで受信されるコンテンツデータの映像の、１画像あたりの画
素数は、地上波アナログ放送では７２０×４８０とし、地上波デジタル放送では１９２０
×１０８０とする。すなわち、地上波デジタル放送により放送されるコンテンツデータの
方が高品質であるとする。なお、前記の画素数は例示であり、これに制限されるものでは
ない。
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【００４６】
　コンテンツデータ出力部１４は、システム制御部１１から入力されたコンテンツデータ
の映像情報をテレビジョン受像器などにより表示するために出力すると共に、音声情報を
スピーカなどにより再生するために出力する。
【００４７】
　コンテンツデータ記録部１３は、テレビジョン放送局から受信したテレビジョン番組お
よび映画などのコンテンツデータを記録媒体に記録するとともに、記録媒体に記録された
コンテンツデータを再生する。
【００４８】
　このコンテンツデータ記録部１３には、システム制御部１１を介して、地上波アナログ
放送・ＥＰＧ情報受信部１５および地上波デジタル放送・ＥＰＧ情報受信部１６において
受信されたコンテンツデータが入力され、記録媒体に書き込まれ記録される。
【００４９】
　また、コンテンツデータ記録部１３では、記録されたコンテンツデータは、システム制
御部１１の指示に従い再生される。再生されたコンテンツデータは、システム制御部１１
を介して、コンテンツデータ出力部１４へ出力され、テレビジョン受像器およびスピーカ
などから出力される。
【００５０】
　コンテンツ情報テーブル１７は、コンテンツ情報（後述、図２参照）を格納する。なお
、コンテンツ情報テーブル１７内のコンテンツ情報は、システム制御部１１により、その
内容が参照および更新される。
【００５１】
　ユーザ操作受付部１２は、コンテンツ記録再生装置１の遠隔操作を行うリモートコント
ロール装置上、およびコンテンツ記録再生装置１上に設けられた、各種のボタンなどを備
え、ユーザによるボタン押下により入力された操作指示に対応する信号が生成され、シス
テム制御部１１に送信される。
【００５２】
　ユーザは、ユーザ操作受付部１２を操作することにより、放送波の受信、コンテンツデ
ータ記録部１３に格納されたコンテンツデータの再生、および所望のコンテンツの録画を
行うことができる。
【００５３】
　システム制御部１１は、上記各機能ブロックの動作および各機能ブロック間におけるデ
ータの入出力の制御を統括する。
【００５４】
　なお、このコンテンツ記録再生装置１は、テレビジョン放送局から受信したコンテンツ
データおよびコンテンツデータ記録部１３により再生されたコンテンツデータをユーザに
提示する表示部（図示せず）を備えていてもよい。もちろん、コンテンツデータを表示す
る表示部を備えない場合は、コンテンツデータを表示することが可能な、テレビジョン受
像器などのモニタと接続されて使用される。
【００５５】
　＜コンテンツ情報テーブル１７およびコンテンツ情報について＞
　次に、図２を参照して、コンテンツ情報テーブル１７及びそれに格納されているコンテ
ンツ情報の構成について詳細に説明する。
【００５６】
　コンテンツ情報テーブル１７は、Ｎ個（Ｎは０以上の整数）のコンテンツ情報から構成
されている。コンテンツ情報は、コンテンツデータ記録部１３に記録されているコンテン
ツデータ毎に一つ存在する。コンテンツ情報により、そのコンテンツ情報に対応する、コ
ンテンツデータ記録部１３に記録されたコンテンツデータを特定することができる。
【００５７】
　コンテンツデータ記録部１３において、新規のコンテンツデータが記録された場合、そ
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の新規のコンテンツデータに対応するコンテンツ情報が、コンテンツ情報テーブル１７に
追加される。また、コンテンツデータ記録部１３からコンテンツデータが削除された場合
、その削除されたコンテンツデータに対応するコンテンツ情報が、コンテンツ情報テーブ
ル１７より削除される。
【００５８】
　コンテンツ情報は、インデックス情報および品質情報から構成されている。インデック
ス情報は、そのインデックス情報を含むコンテンツ情報に対応するコンテンツデータのタ
イトルを示し、品質情報は、その品質情報を含むコンテンツ情報に対応するコンテンツデ
ータの、１画像あたりの画素数を示すものとする。
【００５９】
　例えば、あるコンテンツデータが地上波デジタル放送により受信したものであれば、そ
のコンテンツデータに対応する品質情報は「１９２０×１０８０」を示し、地上波アナロ
グ放送により受信したものであれば、「７２０×４８０」を示す。
【００６０】
　以上の構成により、ユーザは、所望のコンテンツデータのタイトルを指定することによ
り、そのタイトルを持つインデックス情報が検索され、そのインデックス情報を含むコン
テンツ情報によりコンテンツデータ記録部１３に記録されたコンテンツデータが特定され
るので、所望のコンテンツデータを利用することができる。すなわち、上記の説明のとお
り、インデックス情報には、少なくともコンテンツデータのタイトルを含んでいるが、さ
らに、コンテンツのジャンルおよび出演者の情報も含んでいてもよい。
【００６１】
　なお、品質情報として、コンテンツデータの画質を表すパラメータとして、コンテンツ
データの画像情報のビットレートを用いてもよい。
【００６２】
　また、品質情報には、コンテンツデータの音質を表すパラメータが含まれていてもよく
、この音質を表すパラメータは、コンテンツデータの音声情報のビットレートでもよい。
【００６３】
　システム制御部１１は、これらの一画像あたりの画素数またはビットレートなどのパラ
メータを含んだ品質情報を比較することにより、いずれのコンテンツデータの品質が高い
かの判断を行う。
【００６４】
　＜電子番組表について＞
　次に、図３を参照して、テレビジョン放送局から受信したＥＰＧ情報より生成された電
子番組表について詳細に説明する。なお、テレビジョン放送局から有線または無線にて送
信される信号は、コンテンツデータ記録部１３が記録可能な形式のコンテンツデータを含
むと共に、電子番組表を生成するためのＥＰＧ情報を含んでいる。
【００６５】
　図３において、地上波アナログ放送・ＥＰＧ情報受信部１５と地上波デジタル放送・Ｅ
ＰＧ情報受信部１６とにより受信したＥＰＧ情報から生成された電子番組表の例を示す。
【００６６】
　この例の電子番組表では、放送局Ｈ１およびＨ２のそれぞれについて、放送開始時間３
月１５日１７時から、放送終了時間３月１５日２０時までの放送番組名が表示されている
。放送局Ｈ１では、ニュースＮ１、ニュースＮ２、およびニュースＮ３が順次放送予定で
あり、放送局Ｈ２では、映画Ｅ１、映画Ｅ２、および映画Ｅ３が順次放送予定である。
【００６７】
　ここで、放送局Ｈ１は地上波デジタル放送を行う放送局であり、送信するコンテンツデ
ータの画質は１９２０×１０８０の画素数である。また、放送局Ｈ２は地上波アナログ放
送を行う放送局であり、送信するコンテンツデータの画素数は７２０×４８０である。
【００６８】
　例えば、図３の電子番組表を用いて放送局Ｈ１のニュースＮ１を録画する場合、システ
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ム制御部１１は、まずニュースＮ１の放送開始時刻である「３月１５日　１７：００」に
なった時点において、地上波デジタル放送・ＥＰＧ情報受信部１６を制御することにより
、ニュースＮ１のコンテンツデータを受信し、当該コンテンツデータをコンテンツデータ
記録部１３において記録し始める。
【００６９】
　そして、システム制御部１１は、ニュースＮ１の放送終了時刻である「３月１５日　１
８：００」になった時点で、コンテンツデータ記録部１３における当該コンテンツデータ
の記録を終了する。
【００７０】
　最後に、システム制御部１１は、当該コンテンツデータのインデックス情報として、記
録したコンテンツデータのタイトル「ニュースＮ１」を設定し、当該コンテンツデータの
品質情報として「１９２０×１０８０」を設定し、当該インデックス情報と当該品質情報
とを、まとめてコンテンツ情報として、コンテンツ情報テーブル１７に追加する。
【００７１】
　＜高品質コンテンツデータによる置き換えの手順について＞
　上述の構成を備えたコンテンツ記録再生装置１において、以前に地上波アナログ放送・
ＥＰＧ情報受信部１５により受信されコンテンツデータ記録部１３において記録媒体に記
録されたコンテンツデータ（品質情報である画素数は７２０×４８０）を、地上波デジタ
ル放送・ＥＰＧ情報受信部１６により受信される高品質なコンテンツデータ（品質情報で
ある画素数は１９２０×１０８０）に置き換える手順について、図４に示すフローチャー
トを参照して説明する。
【００７２】
　まず、システム制御部１１が、最新のＥＰＧ情報を取得するよう、地上波デジタル放送
・ＥＰＧ情報受信部１６に指示する。指示に従い、地上波デジタル放送・ＥＰＧ情報受信
部１６は、地上波デジタル放送波より、最新のＥＰＧ情報を取得し、システム制御部に出
力する（ステップ４０１、以下Ｓ４０１と略す）。
【００７３】
　次に、システム制御部１１は、取得したＥＰＧ情報の中に、コンテンツ情報テーブル１
７に含まれるインデックス情報が持つタイトルが含まれるか否かをチェックする（Ｓ４０
２）。
【００７４】
　タイトルが含まれる場合は、Ｓ４０４に進む。
【００７５】
　タイトルが含まれない場合は、Ｓ４０３に進む。
【００７６】
　Ｓ４０２において、取得したＥＰＧ情報の中に、コンテンツ情報テーブル１７に含まれ
るインデックス情報が持つタイトルが含まれない場合、システム制御部１１は、ＥＰＧ情
報が更新されるまで待機する（Ｓ４０３）。Ｓ４０３において、最新のＥＰＧ情報が取得
された場合、Ｓ４０１から処理を繰り返す。
【００７７】
　Ｓ４０２において、取得したＥＰＧ情報の中に、コンテンツ情報テーブル１７に含まれ
るインデックス情報が持つタイトルが含まれる場合、システム制御部１１は、Ｓ４０２に
てＥＰＧ情報より検出されたタイトルのコンテンツデータの画質が、コンテンツデータ記
録部１３において記録媒体に記録されているコンテンツデータの画質より高いか否かを、
品質情報を比較することによりチェックする（Ｓ４０４）。
【００７８】
　記録されているコンテンツデータの画質より高くない場合は、Ｓ４０３に戻る。
【００７９】
　記録されているコンテンツデータの画質より高い場合は、Ｓ４０５に進む。
【００８０】
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　記録されているコンテンツデータの画質より高い場合、システム制御部１１は、そのタ
イトルのコンテンツデータが放送される時間まで待機した後、地上波デジタル放送・ＥＰ
Ｇ情報受信部１６を介して、該当する放送局よりそのコンテンツデータを受信し、コンテ
ンツデータ記録部１３を介して、記録媒体に記録する（Ｓ４０５）。
【００８１】
　次に、システム制御部１１は、Ｓ４０５において記録したコンテンツデータに対応する
コンテンツ情報を、コンテンツ情報テーブル１７に追加する（Ｓ４０６）。この時、コン
テンツ情報のうちの品質情報として、地上波デジタル放送の画素数１９２０×１０８０が
設定される。
【００８２】
　次に、システム制御部１１は、Ｓ４０５において記録したコンテンツデータと同じタイ
トルを持つ、置き換え前のコンテンツデータ（品質情報である画素数は７２０×４８０）
を、コンテンツデータ記録部１３より削除する（Ｓ４０７）。
【００８３】
　次に、システム制御部１１は、Ｓ４０７において削除したコンテンツデータに対応する
コンテンツ情報を、コンテンツ情報テーブル１７より削除する（Ｓ４０８）。
【００８４】
　なお、図４においては、ＥＰＧ情報の取得をトリガーとして、その後の処理を行ってい
るが、トリガーとする動作は、ＥＰＧ情報の取得以外でもよい。すなわち、放送されるコ
ンテンツのインデックス情報と放送予定日時情報とが含まれるものであればよい。
【００８５】
　＜複数コンテンツの置き換えについて＞
　なお、コンテンツデータ記録部１３において、記録媒体に記録されている複数のコンテ
ンツデータそれぞれを、新たに放送される高画質なコンテンツデータにより置き換える場
合には、それら複数のコンテンツデータそれぞれに対して、上記の手順Ｓ４０１からＳ４
０８を繰り返せばよい。
【００８６】
　＜本実施形態における効果について＞
　本実施形態では、上記のように、コンテンツデータ記録部１３に記録されている、画素
数７２０×４８０のコンテンツデータに対して、そのコンテンツデータと同名のタイトル
のコンテンツデータをＥＰＧ情報より検索し（Ｓ４０２）、検出されたタイトルのコンテ
ンツデータの画素数がコンテンツデータ記録部１３にて記録されているコンテンツデータ
の画素数より高い場合には、ＥＰＧ情報より検出されたコンテンツデータを受信および記
録し（Ｓ４０５）、従前に記録されていた画素数７２０×４８０のコンテンツデータをコ
ンテンツデータ記録部１３より削除することが、自動的に行われる。
【００８７】
　すなわち、ユーザは、置き換えを行うコンテンツを指定するなどの煩雑な作業を行わな
くても、コンテンツ記録再生装置１内に保存されたコンテンツデータの品質を高めること
が出来る。また、ユーザの利便性を向上することが出来る。
【００８８】
　＜補足事項＞
　本実施形態では、テレビジョン放送局毎に、送信されるコンテンツデータの画素数が固
定的に割り当てられているとしている。しかし、それ以外の構成として、放送局がコンテ
ンツデータの品質を示すパラメータをＥＰＧ情報に含めて放送し、コンテンツ記録再生装
置１はそのパラメータを基に画質を比較する構成でもよい。
【００８９】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【００９０】
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　最後に、コンテンツ記録再生装置１の各ブロック、特にシステム制御部１１およびコン
テンツ情報テーブル１７は、ハードウェアロジックによって構成してもよいし、次のよう
にＣＰＵを用いてソフトウェアによって実現してもよい。
【００９１】
　すなわち、コンテンツ記録再生装置１は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実
行するＣＰＵ（central　processing　unit）、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read
　only　memory）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（random　access　memory）、上記
プログラムおよび各種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えてい
る。そして、本発明の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアであるコンテンツ記
録再生装置１の制御プログラムのプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプ
ログラム、ソースプログラム）をコンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、上
記コンテンツ記録再生装置１に供給し、そのコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記
録媒体に記録されているプログラムコードを読み出し実行することによっても、達成可能
である。
【００９２】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【００９３】
　また、コンテンツ記録再生装置１を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログ
ラムコードを通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては
、特に限定されず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡ
Ｎ、ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual　private　network）、
電話回線網、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを
構成する伝送媒体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力
線搬送、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモートコ
ントロール装置のような赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、
ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、
本発明は、上記プログラムコードが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれた
コンピュータデータ信号の形態でも実現され得る。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　自動的に記録媒体内のコンテンツデータを、高画質なものに置き換えることができ、ユ
ーザは従来のような煩雑な操作をしなくてもよいので、コンテンツデータの記録再生を行
う機器に広汎に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、コンテンツ記録再生装置１の要部構成を示
す機能ブロック図である。
【図２】本発明の実施形態を示すものであり、コンテンツ情報テーブルとコンテンツ情報
との関係およびコンテンツ情報とインデックス情報と品質情報との関係を示す図である。
【図３】本発明の実施形態における、電子番組表の例を示す図である。
【図４】本発明の実施形態における、コンテンツの置き換え手順を示すフローチャートで
ある。
【符号の説明】
【００９６】
　１　　コンテンツ記録再生装置
　１１　システム制御部（コンテンツ特定手段、コンテンツ品質判定手段、コンテンツ取
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得手段、外部インデックス情報取得手段）
　１２　ユーザ操作受付部
　１３　コンテンツデータ記録部（コンテンツ記録再生手段、コンテンツ取得手段）
　１４　コンテンツデータ出力部
　１５　地上波アナログ放送・ＥＰＧ情報受信部
　１６　地上波デジタル放送・ＥＰＧ情報受信部（コンテンツ取得手段、外部インデック
ス情報取得手段）
　１７　コンテンツ情報テーブル（コンテンツ情報保持手段）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】



(17) JP 2008-97726 A 2008.4.24

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   7/173   ６３０　          　　　　　


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

